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光学異性体の光電子放出方向には円二色性が現れることが知られているが、今研究では、その起源を分子座
標系の光電子放出と関連付け、分子を配向させることによって円二色性を１０倍に増大できることを示した。

Our comprehensive study demonstrates that the origin of photoelectron circular dichroism (PECD) can be 
found in the molecular frame electron emission pattern and thus distinct spatial orientations of a chiral 
molecule enhance the PECD by a factor of about 10.

Published: 5 June 2017 

＊

配向したメチルオキシラン光学異性体のからの内殻光電子放出の円二色性の増大
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図：メチルオキシラン光学異性体
の分子軸を光軸方向に配向させる
ことによって、内殻光電子放出方
向に出現する円二色性が増大する。
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